




















































































































 室町時代には南海トラフ沿いの巨大地震であった 12 康安元年地震が起こったことが 13） 









 江戸時代にも，マグニチュード 7.0 以上の巨大地震がたびたび発生したと考えられている。 





















  答えよ。 
  ａ．欽明天皇の皇女で最初の女性天皇であった。 
  ｂ．宋の順帝に上表文を奉じ安東大将軍倭王に補任された。 
  ｃ．中国の南朝に朝貢した倭の五王のうちの済と考えられている。 
  ｄ．渡来系氏族の血を引く高野新笠が母であった。 
 
 ２．この時代の出来事はどれか。次のａ～ｄから１つ選び，その記号を答えよ。 
  ａ．大野城が築城された。     ｂ．庚午年籍が作成された。 
  ｃ．白村江の戦いが起こった。   ｄ．八色の姓が制定された。 
 
 ３．土佐国府から都までの紀行文で，国風文化のひとつとされる『土佐日記』の作者は誰か。
  その名を記せ。 
 
 ４．この時代の出来事について，もっとも古いものから年代順に並んでいる組み合わせはど
  れか。次のａ～ｄから１つ選び，その記号を答えよ。 
  ａ．国分寺建立の詔 → 墾田永年私財法の発布 → 長屋王の変 → 藤原広嗣の乱 
  ｂ．墾田永年私財法の発布 → 藤原広嗣の乱 → 長屋王の変 → 国分寺建立の詔 
  ｃ．長屋王の変 → 藤原広嗣の乱 → 国分寺建立の詔 → 墾田永年私財法の発布 





  よ。 
  ａ．元明天皇により唐の長安にならい建設された。 
  ｂ．持統天皇により大和三山に囲まれた地に遷都された。 
  ｃ．壬申の乱に勝利した大海人皇子により遷都された。 




 ａ．宇多天皇・順徳天皇・嵯峨天皇   ｂ．宇多天皇・陽成天皇・嵯峨天皇 





 ｂ．733 年に出羽の柵を北進させて設置され，政庁的な性格を有した。 






























 ａ．小牧･長久手の戦い → 賤ヶ岳の戦い → 小田原征伐 → 九州平定   
 ｂ．小牧･長久手の戦い → 賤ヶ岳の戦い → 九州平定 → 小田原征伐   
 ｃ．賤ヶ岳の戦い → 小牧･長久手の戦い → 小田原征伐 → 九州平定       




























'14 立教 コミュニティ福祉・観光・経営・経済・現代心理・ 







 解 答     Ａ．イ 方丈記       ロ 臨済     ハ 明応 
        ニ 新井白石      ホ 藤田東湖   ヘ 江戸町会所 
        ト ジョン＝ミルン 
       Ｂ．１．ｃ       ２．ｄ   ３．紀貫之    ４．ｃ 
        ５．聖武天皇    ６．ａ   ７．ｄ      ８．ｄ 
        ９．ｄ       10．ｂ   11．北条貞時   12．ａ 
        13．神皇正統記   14．ｄ   15．ｄ      16．ｃ 
        17．ｃ       18．ａ 
 






       昭和末期から東海地震の発生の可能性とそれに対する対応策が検討され，啓蒙
      もされていたが，それは主に被災地として想定される静岡県を中心とした地域の
      みの関心事であり，他の地域にとっては他人事であった。 
       それが「平成７年(1995 年)兵庫県南部地震」いわゆる「阪神淡路大震災」以
降，気象庁によって特別に名称が付けられた地震だけでも，平成 12 年(2000 年)
鳥取県西部地震，平成 13 年(2001 年)芸予地震，平成 15 年(2003 年)十勝沖地震，
平成 16 年(2004 年)新潟県中越地震，平成 19 年(2007 年)能登半島地震，平成 19
年(2007 年)新潟県中越沖地震，平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震の７件が
発生している。こうなると，地震大国日本として，どこで大きな地震が起きても
おかしくないという考え方に変わってきた。 
       そして現在では東海地震，首都直下型地震の他に，南海地震，東南海地震の可
      能性が特に懸念されている。このうち，首都直下型地震を除いた３つの地震は 
      「地震三兄弟」とも呼ばれるほどで，連動して起きることが知られている。1605
年の慶長地震や 1707 年の宝永地震では東海～南海にかけてほぼ同時に地震が起こったと見ら











































   中心に作物が大きな被害を受けた。この結果，米価が高騰し，江戸では困窮した都市民 
   が米問屋を襲うなど，打ちこわしが起こった。 
〔Ｂ〕 冷夏などの天候不順に加えて，浅間山の大噴火の影響が長期間におよび，東北地方を 
   中心に多数の饑餓人が出たり，関東の農村が荒廃した。全国的にも一揆や打ちこわしが 
   頻発し，幕府の支配体制が動揺した。 
〔Ｃ〕 この飢饉の結果，幕府は百姓の経営が安定するような方向へ政策を変える一方，百姓 
   の生活に事細かく介入する法令を出した。現在はその存在が疑われている「慶安の触 
   書」の基になるような法令が相次いで出された。幕府農政の基本が確立し，田畑永代売 




   ークに達した。特に大阪では富裕な商人が米を買い占めて暴利を得ていたとされ，政治 
   の無策に対して町奉行所の元与力大塩平八郎が貧民救済のため蜂起したことが，幕府や 
   当時の人々に大きな衝撃を与えた。 
 
【 設 問 】 
 
問１ 〔Ａ〕～〔Ｄ〕を時代順に並べなさい。 
   解答はたとえばＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄのように記しなさい。 
 
問２ 〔Ｂ〕と〔Ｄ〕をうけて，幕政改革を主張した政治家が登場した。〔Ｂ〕については， 
  その人名を挙げ，その人物がどのような対応策をとったのかを簡潔に述べなさい。また 
  〔Ｄ〕についても，その人名を挙げ，その人物がどのような物価安定を目指す政策を実施 
  したのかを簡潔に述べなさい。 
 
問３ 江戸時代にかぎらず，あなたが知っている日本列島上に起こったさまざまな自然災害に 
  ついて，それが人々の生活や社会に与えた影響について，論じなさい。 
 






 解 答    問１ Ｃ→Ａ→Ｂ→Ｄ 
      問２ Ｂ 松平定信 
           東日本，特に東北地方の農村の荒廃により，多くの農民が江戸に流入 
           したため，それらを農村に帰すために旧里帰農令を発する一方，江戸 
           に留まった無宿人対策として石川島に人足寄場を設置し，授産事業を 
           行った。また飢饉対策として，諸大名に対しては石高１万石につき籾 
           50 石を蓄えさせる囲米を実施させ，江戸では町入用を節約させてそ
の節約分の７割を非常時のために積み立てさせる七分積金を行わせた。 
         Ｄ 水野忠邦 
           一般の商人の自由な取引を許すことで，商人相互の自由競争によって 
           物価が下がることを期待し，大坂二十四組問屋・江戸十組問屋を解散 
           させて，独占営業を排除した。これにより物価の引下げを企図すると 
           ともに，在郷商人を統制することによる商工業の統制を図ろうとした。 
             問３     1923 年，相模湾を震源とする関東大震災が発生した。被災地は静岡
県から茨城県に至る沿岸部を中心とした地域で首都機能は一時喪失し， 
           京浜工業地帯は壊滅的な打撃を受けた。政府は戒厳令を発令して治安 
           維持に努める一方，全国各地や海外からの支援を得て被災者救援を行 
           った。しかしその混乱に紛れて自警団による朝鮮人虐殺や甘粕事件， 
           亀戸事件など無政府主義者，労働運動家の虐殺が起きた。政府は帝都 
           復興院を設立して後藤新平内務大臣を総裁に任命し，復興事業を進め 
           たが，経済的状況や政党の対立によって中断する事業もあった。また 
           被災によって決済困難に陥ったいわゆる震災手形が原因となって震災 
           恐慌が起こり，政府は震災手形割引損失補償令を出して事態の収拾を 
           図ったが，これに乗じて戦後恐慌以来の不良債権を処理しようという 
           企業もあり，昭和初期の金融恐慌へとつながっていった。 


















食糧になりうるものはすべて取り尽くされたという。特に 1783 年～85 年の奥羽大飢饉では，
津軽藩内のみで餓死・疫病死 13 万余，農民逃亡２万，空家・絶家 35000 余の犠牲を出した。 
 この天明の大飢饉に追い打ちをかけたのが，1783(天明３)年の浅間山の噴火である。この時
発生した鎌原火砕流と天明泥流により，浅間山北麓から利根川流域を中心とする関東平野各地
は甚大な被害を受けた。被害の詳細は諸記録から，死者 1624 人，流失家屋 1151 戸，焼失家屋










 ７月８日に噴出した火砕流は高速で北流して鎌原村を襲い，死者 477 人(死亡率 83.7％)，


































高役金 48 万両余を徴収した。 
 降灰除去作業は伊奈忠順の指揮の下，全郡をあげて田畑の復旧に取り組んだが容易に進まず，



























 1783 年には，Ａ□□・信濃国境の浅間山が噴火し，1,000 人を超える死者を出した。この噴 
火は，数年前から始まっていた冷害による Ｂ□□を深刻化させ，各地で百姓一揆や打ちこわ 
しが続発した。 
 アメリカ東インド艦隊司令長官ペリーが浦賀沖に現れた 1853 年には，小田原地方を中心と
する地域で，マグニチュード７と推定される嘉永小田原地震が発生した。小田原城では，天守























(２)  空欄Ｂの□□にあてはまる語を答えなさい。ただし，□は漢字１文字に相当する。 
 
(３)  下線部Ｃについて，安政東海地震のとき，ロシアの提督プチャーチンを乗せて□□に来 
  ていたディアナ号が津波により大破した。□□にあてはまる地名を答えなさい。ただし， 
  □は漢字１文字に相当する。 
 
(４)  空欄Ｄの□□□にあてはまる語を答えなさい。ただし，□は漢字１文字に相当する。 
 
(５)  下線部Ｅについて，日本は，特に 1960 年代後半には 10％前後の実質経済成長率を記録
  し，1968 年，日本の□□□は，資本主義世界では西ヨーロッパ諸国を抜き，アメリカに
  次いで第２位となった。□□□にあてはまる語を答えなさい。ただし，□は漢字１文字に
  相当する。 
 















 噴火をくり返した古代においては，例えば 802(延暦 21)年正月８日，富士山の噴火に対し， 
平安遷都を行ってまだ間もない (1)〔イ．平城 ロ．桓武 ハ．嵯峨 ニ．光仁〕天皇は，こ
れを旱魃や疫病の予兆と見て，駿河・相模両国に祈禱や読経を行い災いをはらうよう命じた。
同年には，蝦夷勢力の制圧を行い胆沢城を築いて，それまでの (2)〔イ．多賀城 ロ．秋田城 
ハ．渟足柵 ニ．出羽柵〕から鎮守府を胆沢城に移したように，北方での不安も存在する時期
であった。802 年の蝦夷制圧には，征夷大将軍となった (3)〔イ．大野東人 ロ．文室綿麻呂 
ハ．紀古佐美 ニ．坂上田村麻呂〕らの活躍があった。 
 噴火は続き 866(貞観６)年には，富士山の熔岩が本栖湖や河口湖に向かって流れ込み，「水 
が熱して湯の如くなり魚などは皆死んだ」と六国史のうち最後の正史である (4)〔イ．『日本





 (5)〔イ．律 ロ．法相 ハ．天台 ニ．真言〕宗系修験者と醍醐寺三宝院を本山とする (6)
〔イ．律 ロ．法相 ハ．天台 ニ．真言〕宗系修験者が山岳修行の場とし，最も勢力を持っ
た。自分の意のままにならぬのは，鴨川の水と (7)〔イ．春日山 ロ．鞍馬山 ハ．高野山 
ニ．比叡山〕の僧兵を指す山法師と，双六の賽の目の三つ(天下三不如意)しかないというほど
に権勢を振るった (8)〔イ．白河 ロ．後白河 ハ．鳥羽 ニ．後鳥羽〕上皇は，しばしば熊
野詣を行い，先達をつとめた三井寺増誉は熊野三山検校に任じられ，聖護院を与えられた。 







下ってきて (10)〔イ．古河公方 ロ．堀越公方 ハ．鎌倉公方 ニ．関東管領〕足利政知の 
死後，跡を継いだ足利茶々丸を滅ぼして伊豆を奪い，相模に進出して小田原城を本拠としたも
のであった。1590(天正 18)年，豊臣秀吉による小田原攻めによって最後の当主の父である北










ある (13)〔イ．熊野 ロ．住吉 ハ．伊勢 ニ．日光〕の御師などだが，その他多くの神社 
の御師の活動が知られている。 
 1707(宝永４)年 11 月，富士山は大爆発を起こした。御師の集落では須走村の被害が甚大で
あった。噴石による焼失家屋は 37 戸，３ｍ近い降砂で家屋 36 戸と３寺院が潰れ，浅間神社も
大破して村は潰滅状態となった。幕府は被災地を検分し，翌年早々に小田原藩領を幕領に改め
て対応に当たった。復旧のための普請奉行には (14)〔イ．山田奉行 ロ．関東郡代 ハ． 
美濃郡代 ニ．飛騨高山郡代〕を世襲した伊奈半左衛門が当たった。まず伊奈半左衛門は，酒
匂川などの河川に埋もれた降砂の川浚普請を，町人請負いにして，必要経費を見積らせ，幕府
は岡山藩 (15)〔イ．浅野 ロ．藤堂 ハ．加藤 ニ．池田〕氏や小倉藩小笠原氏など五大名
に手伝普請として負担させた。 
 もう一つの復旧策として，幕府は全国に諸国高役金を掛け，石高 100 石について２両ずつの 
割合で復興金を集めた。上納された合計金額約 49 万両は，(16)〔イ．2450 万 ロ．245 万 
ハ．24 万 5000 ニ．２万 4500〕石から集められたことになり，被災地や寺社領を除く全国の
石高に相当する。このうちから，須走村には金 1811 両が救金として渡され，再建費用にあて
られた。このほか金６万 3000 両余が復興のために支出されたが，残りの金 40 数万両は，時の
勘定奉行 (17)〔イ．柳沢吉保 ロ．新井白石 ハ．荻原重秀 ニ．田沼意次〕らによって他
に流用された可能性が残される。砂埋れの田畑の復旧作業には時間がかかり，近世後期になっ
ても苦しい地域が残された。酒匂川流域農村(小田原藩領)で生まれ育った (18)〔イ．二宮金

























'11 学習院 法 
 
 







 １  日本は自然災害が多い国である。それは中緯度の大陸東端に位置する弧状列島という 
   地理的条件に由来するところが大きい。以下の各文章は，歴史上の災害や防災について 
   述べたものである。これらの文章に関する各設問(１)～(30)に答えなさい。 











  『養老令』雑令では，水路や堰の修築は「用水の家」つまり民間で行うものとされてい 
  た。しかし『養老令』の私的注釈書である『（ イ ）』で引用されている『大宝令』の注
 釈書である『古記』では，民間では修理できない大規模な施設として「葛野川堰」をあげて
 いる。 








  １．弓月君   ２．阿知使主   ３．東漢氏   ４．西文氏  
 
（６）雄略朝の秦
さ か の き み
造酒公以後，645 年の大化改新までの約 150 年間に，史書に名を残している
秦氏は，欽明朝の秦






   ① 下線(1)が太秦に建てた寺について述べた文として，誤っているものを次の１～４か 
   ら選べ。 
   １．寺の名を広隆寺という。 
   ２．この寺の本尊は北魏様式で作られた弥勒菩薩像である。 
   ３．国宝第一号となったこの寺の本尊は弥勒菩薩像である。 
   ４．この寺の本尊は右膝を左足に載せ，右手を頬にあてて思索にふける半跏思惟像であ 
    る。 
 
  ② 下線(2)について述べている文として誤っているものを次の１～４から選べ。 
   １．この書は厩戸皇子の伝記である。 
   ２．この書は現存する聖徳太子の伝記としては最古のものである。 
   ３．この書によれば，わが国に儒教が伝わったのは 538 年のことであり，この説を壬申 
    説という。 
   ４．この書によれば，わが国に仏教が伝わったのは 538 年のことであり，この説を戊午 
    説という。 
 
（７）下線(d)を江戸時代に河川航路として開発した，朱印船貿易でも知られる豪商を次の１ 
  ～４から選べ。 
  １．茶屋四郎次郎   ２．河村瑞賢   ３．末次平蔵   ４．角倉了以  
 
（８）（ イ ）に入る書名を答えよ。なお，この書は秦氏の一族である惟宗氏の惟宗直本が
  編纂した。   
 
（９）下線(e)について，『漢書』に収められている地理志は，日本に関する最古の文献史料 
  である。これにはいつ頃の日本のことが記されているか。次の１～４から選べ。 
  １．紀元前１世紀   ２．１世紀   ３．３世紀   ４．４世紀 
   
（10）下線(f)について，『後漢書』の東夷伝には，日本に関する記述として次の文がある。 
    「安帝の永初元年，倭国王帥升等，生口百六十人を献じ，請見を願う。桓霊の間， 
     (   )，更々相攻伐し，歴年主無し」 
    （   ）にあてはまる一文として正しいものを次の１～４から選べ。 




  浅間山は群馬県と長野県の県境にあるが，古代では信濃国に属していたと思われる。と言 
 うのも，古代の官道である   ウ   の駅路をたどってみると，京からやってきた通行者は， 









  平安中期から南北朝期に出されていた（ オ ）と呼ばれる法令も，天変・地震・飢饉・
 疫病などを天皇の徳の衰微と考えて出された一種の徳政であり，（ オ ）を発して仏神事
 を行うことにより，神仏の力をもってして災厄を鎮めようとしたのである。 
 
（11）（ ウ ）にあてはまる官道を次の１～４から選べ。 
  １．東海道   ２．東山道   ３．北陸道   ４．東北道 
 
（12）（  エ ）にあてはまる峠は，江戸時代においても中山道の要衝として関所が置かれ，
  厳しく通行が改められた。この峠の名を次の１～４から選べ。 
  １．箱根   ２．逢坂   ３．碓氷   ４．小仏   
 
（13）下線部ｇについて，江戸時代，天明３年にも浅間山は大噴火を起こし，周辺地域に大き 
  な被害をもたらした。この災害は，当時の政治に対する不満から，神罰と捉える見方も多 
  かった。この頃の政治を風刺した狂歌として適切なものを次の１～４から選べ。 
  １．白河の岸打波に引換て浜松風の音の烈しさ 
  ２．白河の清き流れに魚すまずにごる田沼の水ぞ恋しき 
  ３．上げ米といへ上米は気に入らず金納ならばしじうくろふぞ 





    １．鳥羽 － 白河 － 後三条 － 堀河 － 崇徳 － 後白河 － 高倉 
  ２．鳥羽 －白河 － 堀河 － 高倉 － 崇徳 － 後三条 － 鳥羽 
  ３．後三条 － 白河 － 堀河 － 鳥羽 － 崇徳 － 後白河 － 高倉 
  ４．後三条 － 堀河 － 白河 － 鳥羽 － 高倉 － 後白河 － 崇徳 
  ５．後白河 － 高倉 － 堀河 － 崇徳 － 白河 － 後三条 － 鳥羽 
  ６．後白河 － 高倉 － 後三条 － 鳥羽 － 堀河 － 白河 － 崇徳 
       
（15）（  オ ）にあてはまる法令を次の１～４から選べ。 
  １．袖判下文   ２．公験   ３．沙汰未練書   ４．新制   
 
 
 ４．結びとして 
 
 実際に出題されている日本史の入試問題を見ていただいたが，このような地学的な事柄に触
れた問題文は，当然であるがレアケースである。だが，実際の出題例のみを用いることはなく，
自作すれば地学的な教養も周辺知識として用いることができる日本史の問題もあるのだという
ことを例示した。 
  
 ここで提案したいのは，繰り返しになるが，受験日本史の授業という，一見地学とも防災教
育とも関係のなさそうな授業の中で，防災教育ができないか，ということである。実際の災害
が起きた場合，高校生というのは貴重な戦力になり得る。救助，負傷者への応急手当から，避
難困難者への支援や避難誘導，さらには避難所の運営などに積極的に関わってほしい存在であ
る。そのためには系統だった防災教育がなされるのが望ましいが，その時間も手間も惜しむと
いうのが，高校の教育現場の実態である。それならば，通常の授業の中に防災教育を織り込ん
でみてはどうか，というのが提案である。 
  
 では具体的に，どのような防災教育ができると考え，また実際に私が実践しているかを披瀝
したい。 
 今までに例示した問題は，設問の内容は純粋に日本史の問題であるが，問題文自体は災害史
の文章と言っていい。そこで，その問題文に採り上げられている災害が，実際に今起きたら，
ということを生徒に問いかけてみる。そのタイミングは採り上げた文章そのものや，授業展開
の状況に応じて臨機応変にやればいいと思っている。 
 例えば，富士山の噴火に関する文章の場合，問題文中になくても当時の被害状況のあらまし
を講じる（勤務校が東京都にあるので特に当時の江戸の被害状況について講じている。富士山
の噴火によって被害を受ける地域でなければ，被害状況の話は近くにある火山について話せば
よい）。次に，同様の被害を今受けた場合，どのような状況になるかを考えさせる。ほとんど
の生徒は火山灰が降り積もることのみに目を向けるが，火山灰が降り積もることによる都市機
能への影響について考えさせる。変電所や電柱の変圧器内に火山灰が入ったらどうなるか，通
信用アンテナに火山灰が付着したらどうなるか，などの質問をして，その影響を考えさせる。
そして，では富士山の噴火に備えてどのような物を準備しておいたらいいかを考えさせる。地
震や台風への備えと同じでいいのか，特に火山噴火の場合に必要と思われる物はないか，とい
うことについての生徒の意見を聞いたり生徒同士で議論させる。また，火山の噴火の形態や噴
出物，マグマと火砕流の違いなど，火山学の初歩的な知識を教えるのもいい。授業時間の半分
（私の場合，たいてい１コマ分）位の時間を使ってしまうが，それは仕方ない。地震に関する
問題文を使った場合は地震について，風水害に関する問題文なら風水害に関して，いろいろと
応用はできる。 
 
 ここで当然出てくる異論は，地学的知識や防災の知識がない教員には無理だ，ということだ
ろう。この異論は，自らそのような知識を学び授業に活かそうとしないという点で，基本的な
ところを間違えているが，当然の異論でもある。そこで，以下の提言をしたい。 
 
 まず，教職課程に防災教育という課目を作り，防災知識から地学的な教養まで，一通りのこ
とを学ばせるようにしてはどうか。個々の教員の独自の努力や勉強は重要だが，実際に現場に
出れば，また経験の浅い教員ほど，授業準備や校務で手一杯になってしまい，そのような時間
を持てないというのは指摘されなくてもわかっている。現職の教員はともかく，これから教員
になろうとする者に対しては大学で学べるようにしておけばよいと思う。 
 次に，大学入試の問題を質的に変えるという議論が形になりつつあるが，大学入試の問題自
体に防災教育や地学的な教養を求める問題を出題するように，大学側に働きかけてみてはどう
か。「授業の中での防災教育を」と主張すると，｢入試には出ない｣という反論が返ってくるの
は目に見えている。ならば，入学試験問題の中に織り込んでもらえば，否応なく受験指導の現
場では教えざるを得ないだろう。大学入試改革の一つとして，複数科目にまたがる問題を出す，
ということが論議されている。そのような問題ならば私が主張する出題も出しやすいと思われ
る。例えば，地震に関する古記録と現代の文章（新聞記事でもドキュメンタリーレポートでも
よい）を問題文として出す。この文章に即した問題を作れば現代文と古文の出題ができる。次
に古記録の時代についての知識を問えば日本史の出題ができる。同時代の世界史の問題も出せ
る。地震波に関する問題を出せば地学の他に物理の出題もできる。マグニチュードの計算問題
を出せば数学の問題もできる。政府や自治体の災害対応の話に持って行けば政治経済の出題も
できる。避難所運営や被災者救助について，家庭科や保健の出題ができる。地震帯と火山帯と
造山帯が一致するという話に持って行けば地理の出題ができ，火山からマグマの結晶分化の話
に持って行ければ化学の問題もできる。具体的な問題例を例示するにはスペースがなさ過ぎる
のでできないが，そのような問題を作ってみろと言われれば作れる自信はある。 
 
 以上の提言は，大規模な制度改革を含むものであるからそう簡単に実現するわけがない，と
いうのはわかっている。だからこそ個々の教員が防災教育の重要性を認識し，まず自分の授業
内で防災教育を施していく姿勢を持つことが重要だと考える。通常の授業の中で，とりわけ大
学入試に対応した授業の中で防災教育なんかできるわけがない，と考える方々に対して，そん
なことはない，という実践例を紹介することで，高等学校，特に私学の高等学校でも，もっと
積極的に防災教育に取り組んでいただけることを願っている。 
  
